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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から射出される光を測定光と参照光に分割し、光プローブの光出射部から前記測定
光を測定対象に照射し、該測定対象からの反射光と前記参照光とを合波し、前記反射光と
前記参照光が合波したときの干渉光を干渉信号として検出し、該干渉信号を用いて前記測
定対象の断層画像を取得する光断層画像化装置であって、
　長手軸を有し、前記光出射部からの測定光を前記長手軸の周りに回転させてラジアル走
査を行う前記光プローブと、
　前記光プローブの側面のうち、前記測定対象に面した第１の側面と、
　前記光プローブの側面のうち、前記第１の側面以外の部分で構成された第２の側面と、
　前記第２の側面側であって、前記光出射部から離間した位置に設けられ、前記光プロー
ブの光出射部から出射された測定光を反射して前記測定対象に間接的に照射する反射面を
有する反射体であって、該反射面は、前記ラジアル走査時において前記光出射部から出射
された測定光が前記測定対象に直接照射される測定領域よりも広い領域範囲に前記光出射
部からの測定光を反射して測定領域を拡大する反射体と、
　を備えたことを特徴とする光断層画像化装置。 
【請求項２】
　前記光プローブは、前記光出射部から所定距離離れた位置を第１集光点として集光する
測定光を出射して、該第１集光点近傍に存在する測定対象の断層画像を有効に取得し、ラ
ジアル走査時において、前記第１集光点を前記長手軸の周りに回転させることにより、前
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記光プローブの全周にわたる測定対象の断層画像を取得する光プローブであり、
　前記反射体は、前記光プローブから前記反射面に向けて出射された測定光を反射して前
記第１集光点と異なる位置の第２集光点に集光させることにより、該第２集光点近傍に存
在する前記測定対象の断層画像を取得するものであり、ラジアル走査時において、前記第
１集光点の走査幅よりも前記第２集光点の走査幅を拡大させることにより、測定領域を拡
大することを特徴とする請求項１の光断層画像化装置。 
【請求項３】
　前記光プローブは、前記光出射部を前記光プローブの長手軸方向に移動させることによ
り、前記光出射部から所定距離離れた位置であり、前記測定光が集光する第１集光点を前
記光プローブの長手軸方向に移動させることを特徴とする請求項１、又は、２の光断層画
像化装置。
【請求項４】
　前記光プローブは、全体を覆う長筒状のプローブ外筒と、前記プローブ外筒内に配置さ
れ、測定光を伝送する光ファイバと、光ファイバの先端に設置され、前記光出射部として
作用すると共に前記光ファイバの先端から出射された測定光が前記長手軸に対して所定角
度傾斜した方向の第１集光点で集光するように作用する光学レンズと、を備えたことを特
徴とする請求項１、２、又は、３の光断層画像化装置。
【請求項５】
　前記光プローブは、内視鏡の挿入部先端に突出配置されることを特徴とする請求項１乃
至４のうちのいずれか１に記載の光断層画像化装置。
【請求項６】
　前記光プローブは、前記内視鏡の鉗子チャンネル内を挿通し、前記挿入部先端の鉗子導
出口から導出されることを特徴とする請求項５の光断層画像化装置。
【請求項７】
　前記反射体は、前記内視鏡の挿入部先端に支持された支持部材により支持されることを
特徴とする請求項５、又は、６の光断層画像化装置。
【請求項８】
　前記支持部材は、前記反射体を前記光プローブの長手軸方向に移動可能に支持すること
を特徴とする請求項７の光断層画像化装置。
【請求項９】
　前記支持部材は、前記反射体に連結された棒状のアームであり、該アームが前記内視鏡
の挿入部に装着されるオーバチューブ、又は、フードに支持されることを特徴とする請求
項７、又は、８の光断層画像化装置。
【請求項１０】
　前記オーバチューブ、又は、フードは前記アームを挿通して前記光プローブの長手軸方
向に摺動可能に支持する嵌入孔を備えたことを特徴とする請求項９の光断層画像化装置。
【請求項１１】
　前記光プローブの長手軸方向の移動に関して前記反射体を前記光プローブの光出射部と
連動させる連動手段を備えたことを特徴とする請求項８、又は、１０の光断層画像化装置
。
【請求項１２】
　前記光プローブ全体を前記光プローブの長手軸方向に移動させることにより前記光プロ
ーブの光出射部を前記光プローブの長手軸方向に移動させるものとし、前記連動手段は、
光プローブの全体を覆う長筒状のプローブ外筒と前記反射体とを連結する手段であること
を特徴とする請求項１１の光断層画像化装置。
【請求項１３】
　前記光プローブの光出射部から出射された測定光が前記内視鏡の挿入部先端により遮断
されない位置となるように前記光プローブの長手軸方向の移動に関する前記反射体の移動
範囲を規制する規制部材を前記内視鏡の挿入部先端に備えたことを特徴とする請求項１１
、又は、１２の光断層画像化装置。
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【請求項１４】
　前記反射体の周辺部を覆うと共に少なくとも前記測定光の光路となる部分が前記測定光
を透過する透明の部材で形成された収容部材を備えたことを特徴とする請求項１乃至１３
のうちのいずれか１に記載の光断層画像化装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光断層画像化装置に係り、特に光干渉断層（ＯＣＴ：Optical Coherence Tomo
graphy）計測により光断層画像を生成する光断層画像化装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、生体の体腔内を観察する内視鏡装置として、生体の体腔内で照明光を照射し、反
射された反射光による像を撮像し、モニタ等に表示する電子内視鏡装置が広く普及され、
様々な分野で利用されている。また多くの内視鏡装置は、体腔内に挿入される挿入部（内
視鏡挿入部）に鉗子チャンネルが設けられており、この鉗子チャンネル内を挿通して体腔
内に導入されたプローブにより、体腔内の組織の生検や治療を行うことが可能となってい
る。
【０００３】
　一方、近年、生体組織等の測定対象を切断せずに断層画像を取得する方法として例えば
低コヒーレンス光による干渉を用いた光干渉断層（ＯＣＴ：Optical Coherence Tomograp
hy）計測法を利用した光断層画像化装置の開発が進められている（例えば、特許文献１、
非特許文献１等参照）。
【０００４】
　このＯＣＴ計測法によれば、光源から出射された低コヒーレンス光が光分割手段により
測定光と参照光とに分割され、測定光が測定対象に照射される。そして、その測定対象か
らの反射光が合波手段に導かれる。一方、参照光は、測定光の測定対象までの光路長に一
致する参照光路を経由した後に合波手段に導かれる。合波手段に導かれた反射光と参照光
は、合波手段により合波されて干渉し、その干渉光が電気信号として検出されて演算処理
部により測定対象の深さ方向の光断層画像が生成されるようになっている。
【０００５】
　このようなＯＣＴ計測法を利用した光断層画像化装置において内視鏡装置と共に利用す
るものでは、上記のように内視鏡挿入部の鉗子チャンネルを通じて内視鏡挿入部の先端か
ら導出される光プローブ（ＯＣＴプローブ）を備えている。この光プローブにより内視鏡
挿入部から導出された先端部分から体腔内の生体組織に測定光が照射され、また、その生
体組織からの反射光が取り込まれるようになっている。
【０００６】
　この種の光プローブは、例えば全体が可撓性を有する長筒上のプローブ外筒（シース）
で覆われており、その内部に光プローブ（シース）の軸に沿って収容配置される光ファイ
バと、光ファイバの先端部に配置される光学系を備えている。光プローブの光ファイバは
、光断層画像化装置の装置本体となるＯＣＴプロセッサに光学的に接続されており、ＯＣ
Ｔプロセッサから出射された測定光が、光プローブ内の光ファイバを伝送して光ファイバ
の先端から光プローブの長手軸方向に出射された後、その測定光が光学系の偏向作用及び
集光作用によって光プローブの長手軸方向とは所定角度傾斜した方向（光プローブの長手
軸に対して略直交方向）に集光されて照射されるようになっている（例えば、特許文献２
～５参照）。
【０００７】
　また、その光ファイバの先端部の光学系は、例えば光ファイバと連結されており、光フ
ァイバをシース内で回転させることによって光プローブの長手軸に対して回転するように
なっている。光学系が回転すると、測定光の照射方向が光プローブの周方向に回転するた
め、測定対象に対して測定光を照射する位置を光プローブの周方向に沿った領域に回転移



(4) JP 5635868 B2 2014.12.3

10

20

30

40

50

動させるラジアル走査を行うことができるようになっている。また、光プローブの長手軸
方向に光学系を進退移動させることによって、測定対象に対して測定光を照射する位置を
光プローブの長手軸方向に沿った領域に進退移動させるリニア走査を行うことができ、光
学系の回転と進退移動とを交互、又は、同時に行うことによって、測定対象の３次元的な
断層情報（３次元ボリュームデータ）を取得することもできるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平６－１６５７８４号公報
【特許文献２】特開２０１０－４３９９４号公報
【特許文献３】特開２０１０－４６２１６号公報
【特許文献４】特開２０１０－１４６６７号公報
【特許文献５】特開２００６－９５１４３号公報
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】Three-dimensional endomicroscopy of the human colon using optica
l coherence tomography, Optics Express, Vol.17,NO.2 pp.784-796(2009)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところで、上記のような光プローブにより胆膵管や気管支等の管径の小さい管腔構造を
有する部位の測定を行う場合には、シース外面の全周に渡ってシース外面近傍に測定対象
の生体組織が配置された状態となるため、ラジアル走査を行うことによって光プローブの
全周に渡る測定対象の断層画像を良好に取得することができる。
【００１１】
　しかしながら、測定対象が大腸、胃、食道等の管径の大きい管腔構造を有する部位の場
合には、光プローブの全周のうち一部の範囲でしか有効に断層画像を取得できる距離範囲
に測定対象を配置することができない。例えば、図１０のようにシース６２０の外面に測
定対象Ｓを密着させて測定を行う場合に、管径の大きい管腔部位の測定では、シース６２
０外面の一部分のみに測定対象Ｓが密着し、それ以外の部分において、シース外面近傍に
測定対象が配置されない状態となる。従って、ラジアル走査を行った場合に、シース外面
に密着させた測定対象の部位に関しては良好に断層情報を取得することができるが、それ
以外の部分については測定可能な距離範囲に測定対象が存在しないために断層情報を良好
に取得することができない。このとき、光プローブの長手軸に対して直交する方向（横方
向）に関して有効に測定できる（断層情報を有効に取得することができる）測定対象の領
域幅、即ち、横方向の有効な走査幅は、シースの外径程度であり、シースの外径が約２．
５ｍｍ程度であることから、２～３ｍｍ程度と狭い範囲に限られている。
【００１２】
　そのため、従来、管径の大きい管腔部位の測定においても横方向の有効な走査幅を現状
よりも広くすることが要望されている。その解決策として、特許文献４、５のように光プ
ローブの光学系により集光点の位置を変更可能にし、シース外面を測定対象から大きく離
間させて測定を行うことが考えられる。しかしながら、この場合、集光点の位置を変更可
能にするために光プローブの構造が複雑化すると共に、特許文献２、３に記載されている
ような集光点の位置が固定の簡易な構成の光プローブを用いることができない。
【００１３】
　また、非特許文献１ではシース外面の全周に生体組織を吸着させることが記載されてお
り、これによれば、ラジアル走査によって全周に渡って有効に走査を行うことが可能であ
り横方向の走査幅を広げることができる。しかしながら、非特許文献１にはシース外面の
全周に生体組織を吸着させる具体的な手段が示されておらず、また、吸着によって生体組
織（病変部等）が損傷する可能性があり、この方法は望ましくない。
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【００１４】
　さらに、特許文献１、２に記載の光プローブでは、光学系として略半球状に形成された
光学レンズのみが光ファイバの先端部に連結されており、その光学レンズを回転させるた
めの回転駆動機構が光プローブの先端部に設けられることなく、光プローブ内の光ファイ
バを回転させることによって光学レンズが回転する構造となっている。このような構造は
、非常に簡易であり実用性が高いため、このような光プローブ自体の構成に変更を加えず
に、光プローブ単体での横方向の有効な走査幅を簡易に拡大できるようにすることが望ま
しい。
【００１５】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、大腸、胃、食道等の管径の大きい管
腔部位の断層情報を取得するための測定を行う場合において、光プローブの長手軸に対し
て直交する横方向の測定可能な領域幅を光プローブ単体で測定を行う場合よりも簡易に拡
大することができる光断層画像化装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　前記目的を達成するために、請求項１に係る光断層画像化装置は、光源から射出される
光を測定光と参照光に分割し、光プローブの光出射部から前記測定光を測定対象に照射し
、該測定対象からの反射光と前記参照光とを合波し、前記反射光と前記参照光が合波した
ときの干渉光を干渉信号として検出し、該干渉信号を用いて前記測定対象の断層画像を取
得する光断層画像化装置であって、長手軸を有し、前記光出射部からの測定光を前記長手
軸の周りに回転させてラジアル走査を行う前記光プローブと、前記光プローブの側面のう
ち、前記測定対象に面した第１の側面と、前記光プローブの側面のうち、前記第１の側面
以外の部分で構成された第２の側面と、前記第２の側面側であって、前記光出射部から離
間した位置に設けられ、前記光プローブの光出射部から出射された測定光を反射して前記
測定対象に間接的に照射する反射面を有する反射体であって、該反射面は、前記ラジアル
走査時において前記光出射部から出射された測定光が前記測定対象に直接照射される測定
領域よりも広い領域範囲に前記光出射部からの測定光を反射して測定領域を拡大する反射
体と、を備えたことを特徴としている。 
【００１７】
　本発明によれば、大腸等の管径の大きい管腔部位を測定対象とする場合のように、光プ
ローブの側面のうち、測定対象に面した第１の側面以外の第２の側面側に反射体を設け、
光プローブの光出射部からの測定光を反射体の反射面に反射させて間接的に測定対象に照
射することによって、測定光を測定対象に直接照射したときよりも測定領域を拡大するこ
とができ、光プローブ単体で測定を行う場合よりも広い領域の断層情報を取得することが
できる。
【００１８】
　請求項２に係る光断層画像化装置は、請求項１に記載の発明において、前記光プローブ
は、前記光出射部から所定距離離れた位置を第１集光点として集光する測定光を出射して
、該第１集光点近傍に存在する測定対象の断層画像を有効に取得し、ラジアル走査時にお
いて、前記第１集光点を前記長手軸の周りに回転させることにより、前記光プローブの全
周にわたる測定対象の断層画像を取得する光プローブであり、前記反射体は、前記光プロ
ーブから前記反射面に向けて出射された測定光を反射して前記第１集光点と異なる位置の
第２集光点に集光させることにより、該第２集光点近傍に存在する前記測定対象の断層画
像を取得するものであり、ラジアル走査時において、前記第１集光点の走査幅よりも前記
第２集光点の走査幅を拡大させることにより、測定領域を拡大することを特徴としている
。
【００１９】
　本発明は、光プローブの光出射部から出射された測定光の第１集光点の走査幅よりも反
射体で反射した測定光の第２集光点の走査幅を拡大することによって測定領域を拡大した
ことを示すものである。
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【００２０】
　請求項３に係る光断層画像化装置は、請求項１、又は、２に記載の発明において、前記
光プローブは、前記光出射部を前記光プローブの長手軸方向に移動させることにより、前
記光出射部から所定距離離れた位置であり、前記測定光が集光する第１集光点を前記光プ
ローブの長手軸方向に移動させることを特徴としている。
【００２１】
　本発明は、光プローブが第１集光点を長手軸方向に移動させる態様を示し、例えば、第
１集光点をラジアル走査によって光プローブの長手軸の周りに回転させながら、長手軸方
向に移動させることによって、第１集光点を長手軸の周りに螺旋状に移動させるものであ
る。
【００２２】
　請求項４に係る光断層画像化装置は、請求項１、２、又は、３のうちのいずれか１に記
載の発明において、前記光プローブは、全体を覆う長筒状のプローブ外筒と、前記プロー
ブ外筒内に配置され、測定光を伝送する光ファイバと、光ファイバの先端に設置され、前
記光出射部として作用すると共に前記光ファイバの先端から出射された測定光が前記長手
軸に対して所定角度傾斜した方向の第１集光点で集光するように作用する光学レンズと、
を備えたことを特徴としている。
【００２３】
　本発明は、光プローブの構成を具体的に限定したものである。
【００２４】
　請求項５に係る光断層画像化装置は、請求項１乃至４のうちのいずれか１に記載の発明
において、前記光プローブは、内視鏡の挿入部先端に突出配置されることを特徴としてい
る。
【００２５】
　本発明は、光プローブが内視鏡と使用されるものであることを示す。
【００２６】
　請求項６に係る光断層画像化装置は、請求項５に記載の発明において、前記光プローブ
は、前記内視鏡の鉗子チャンネル内を挿通し、前記挿入部先端の鉗子導出口から導出され
ることを特徴としている。
【００２７】
　本発明は、光プローブを内視鏡の挿入部先端から突出配置するための具体的な構成の一
態様を示す。
【００２８】
　請求項７に係る光断層画像化装置は、請求項５、又は、６に記載の発明において、前記
反射体は、前記内視鏡の挿入部先端に支持された支持部材により支持されることを特徴と
している。
【００２９】
　本発明は、光プローブを内視鏡の挿入部先端から突出配置する場合に反射体を支持する
ための支持部材を内視鏡の挿入部先端に支持させるようにした態様を示す。
【００３０】
　請求項８に係る光断層画像化装置は、請求項７に記載の発明において、前記支持部材は
、前記反射体を前記光プローブの長手軸方向に移動可能に支持することを特徴としている
。
【００３１】
　本発明によれば、長手軸方向に関する反射体の位置を光プローブの光出射部に対して最
適な位置に調整することができる。
【００３２】
　請求項９に係る光断層画像化装置は、請求項７、又は、８に記載の発明において、前記
支持部材は、前記反射体に連結された棒状のアームであり、該アームが前記内視鏡の挿入
部に装着されるオーバチューブ、又は、フードに支持されることを特徴としている。



(7) JP 5635868 B2 2014.12.3

10

20

30

40

50

【００３３】
　本発明は、内視鏡の挿入部に装着されるオーバチューブ、フードを利用して反射体を支
持するようにした構成を示す。
【００３４】
　請求項１０に係る光断層画像化装置は、請求項８、又は、１０に記載の発明において、
前記オーバチューブ、又は、フードは前記アームを挿通して前記光プローブの長手軸方向
に摺動可能に支持する嵌入孔を備えたことを特徴としている。
【００３５】
　本発明は、内視鏡の挿入部に装着されるオーバチューブやフードを利用してアームを介
して反射体を前記光プローブの長手軸方向に摺動可能に支持するようにした態様であり、
アームを押し引きすれば反射体を光プローブの長手軸方向に移動させることができ、反射
体の位置を光プローブの光出射位置に対して最適な位置に調整することができる。
【００３６】
　請求項１１に係る光断層画像化装置は、請求項８、又は、１０に記載の発明において、
前記光プローブの長手軸方向の移動に関して前記反射体を前記光プローブの光出射部と連
動させる連動手段を備えたことを特徴としている。
【００３７】
　本発明によれば、リニア走査時等において光プローブの光出射部を長手軸方向に移動さ
せた場合に反射体が光プローブの光出射部に対して最適な位置に移動する。
【００３８】
　請求項１２に係る光断層画像化装置は、請求項１１に記載の発明において、前記光プロ
ーブ全体を前記光プローブの長手軸方向に移動させることにより前記光プローブの光出射
部を前記光プローブの長手軸方向に移動させるものとし、前記連動手段は、光プローブの
全体を覆う長筒状のプローブ外筒と前記反射体とを連結する手段であることを特徴として
いる。
【００３９】
　本発明は、連動手段の一態様を示し、光プローブ全体を動かして光プローブの光出射部
を長手軸方向に移動させる場合には、光プローブの全体を覆うプローブ外筒に反射体を連
結する態様を採用することが可能である。尚、プローブ外筒と反射体を直接連結する場合
に限らず、反射体を支持するアーム等の支持部材とプローブ外筒を連結する場合のように
プローブ外筒と反射体を間接的に連結する態様も含む。
【００４０】
　請求項１３に係る光断層画像化装置は、請求項１１、又は、１２に記載の発明において
、前記光プローブの光出射部から出射された測定光が前記内視鏡の挿入部先端により遮断
されない位置となるように前記光プローブの長手軸方向の移動に関する前記反射体の移動
範囲を規制する規制部材を前記内視鏡の挿入部先端に備えたことを特徴としている。
【００４１】
　本発明によれば、光プローブの長手軸方向に関する光出射部及び反射体の移動範囲が内
視鏡の挿入部先端によって測定光が遮断されない適切な位置範囲となる。
【００４２】
　請求項１４に係る光断層画像化装置は、請求項１乃至１３のうちのいずれか１に記載の
発明において、前記反射体の周辺部を覆うと共に少なくとも前記測定光の光路となる部分
が前記測定光を透過する透明の部材で形成された収容部材を備えたことを特徴としている
。
【００４３】
　本発明によれば、反射体に汚れが付着することが防止される。
【発明の効果】
【００４４】
　本発明によれば、大腸、胃、食道等の管径の大きい管腔部位の光断層画像を生成するた
めの測定を行う場合において、光プローブの長手軸に対して直交する横方向の測定可能な
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領域幅を光プローブ単体で測定を行う場合よりも簡易に拡大することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明が適用される画像診断装置の全体構成を示す外観図
【図２】図１のＯＣＴプロセッサの内部構成を示すブロック図
【図３】図１のＯＣＴプローブの長手軸を含む先端断面を示す断面図
【図４】図３の回転側光ファイバＦＢ１を接続する光ロータリジョイントの構成を示す断
面図
【図５】図１の内視鏡の鉗子口から導出されたＯＣＴプローブを用いて断層情報を得る様
子を示す図
【図６】本発明に係る測定領域拡大器の構成を示す断面図
【図７】同図（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）は各々図６におけるＡ－Ａ矢視断面図、Ｂ－Ｂ矢視
断面図、Ｃ－Ｃ矢視図
【図８】ＯＣＴプローブと測定領域拡大器の裏面鏡のみを示した側面図
【図９】ＯＣＴプローブと測定領域拡大器の裏面鏡のみを示した正面図
【図１０】ＯＣＴプローブ単体で測定可能な領域幅を示した正面図
【図１１】裏面鏡の実施例の特性について説明した説明図
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　以下、本発明に係る光断層画像化装置を実施するための最良の形態について説明する。
【００４７】
　図１に示すように、本実施形態の画像診断装置１０は、主として内視鏡１００、内視鏡
プロセッサ２００、光源装置３００、３次元画像構築装置としてのＯＣＴプロセッサ４０
０、及びモニタ装置である画像表示部５００とから構成されている。尚、内視鏡プロセッ
サ２００は、光源装置３００を内蔵するように構成されていてもよい。
【００４８】
　内視鏡１００は、手元操作部１１２と、この手元操作部１１２に連設される挿入部１１
４とを備える。術者は手元操作部１１２を把持して操作し、挿入部１１４を被検者の体内
に挿入することによって観察を行う。
【００４９】
　手元操作部１１２には、鉗子挿入部（鉗子導入口）１３８が設けられており、この鉗子
挿入部１３８が挿入部１１４内に設けられている鉗子チャンネル（不図示）を介して先端
部１４４の鉗子口（鉗子導出口）１５６に連通されている。画像診断装置１０では、プロ
ーブとしてのＯＣＴプローブ（光プローブ）６００を鉗子挿入部１３８から挿入し鉗子チ
ャンネルを挿通させることによってＯＣＴプローブ６００の先端部分を鉗子口１５６から
導出する。ＯＣＴプローブ６００の基端部は術者がＯＣＴプローブ６００を操作するため
の操作部６０４に接続され、その操作部６０４は、ケーブル６０６を介してコネクタ４１
０によりＯＣＴプロセッサ４００に接続される。また、詳細を後述する測定領域拡大器を
使用して広域測定を行う場合には、その測定領域拡大器７１０が設置されたオーバチュー
ブ７００を挿入部１１４に装着する。
【００５０】
　内視鏡１００の先端部１４４には、観察光学系１５０、照明光学系１５２、及びＣＣＤ
（不図示）が配設されている。
【００５１】
　観察光学系１５０は、被検体を図示しないＣＣＤの受光面に結像させ、ＣＣＤは受光面
上に結像された被検体像を各受光素子によって電気信号に変換する。
【００５２】
　光源装置３００は、可視光を図示しないライトガイド（内視鏡１００のケーブル１１６
に内挿している）に入射させる。ライトガイドの一端はＬＧコネクタ１２０を介して光源
装置３００に接続され、ライトガイドの他端は照明光学系１５２に対面している。光源装
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置３００から発せられた光は、ライトガイドを経由して照明光学系１５２から出射され、
観察光学系１５０の視野範囲を照明する。
【００５３】
　内視鏡プロセッサ２００には、内視鏡１００のケーブル１１６を介してＣＣＤから出力
される画像信号が電気コネクタ１１０を介して入力される。このアナログの画像信号は、
内視鏡プロセッサ２００内においてデジタルの画像信号に変換され、画像表示部５００の
画面に表示するための必要な処理が施される。
【００５４】
　このように、内視鏡１００で得られた観察画像のデータが内視鏡プロセッサ２００に出
力され、内視鏡プロセッサ２００に接続された画像表示部５００に画像が表示される。
【００５５】
　次に図１のＯＣＴプロセッサ４００の詳細について、ＯＣＴプロセッサ４００の内部構
成を示した図２を用いて説明する。尚、本説明においては、後述の測定領域拡大器７１０
を使用せずにＯＣＴプローブ６００単体で使用する場合について説明する。
【００５６】
　ＯＣＴプロセッサ４００は、光干渉断層（ＯＣＴ：Optical Coherence Tomography）計
測法による測定対象の光断層画像を取得するためのもので、ＯＣＴ計測の中でもＳＳ－Ｏ
ＣＴ（Swept Source OCT）に分類される方式を採用したものである。
【００５７】
　ＯＣＴプロセッサ４００は、測定のための光Ｌａを射出する波長掃引光源１２と、波長
掃引光源１２から射出された射出光Ｌａを測定光Ｌ１と参照光Ｌ２に分岐すると共に、被
検体である測定対象からの戻り光（反射光）Ｌ３と参照ミラー１１で反射された参照光Ｌ
２を合波して干渉光Ｌ４を生成する光カプラ１４と、光カプラ１４で分岐された測定光Ｌ
１を測定対象まで導波すると共に測定対象からの反射光Ｌ３を導波するＯＣＴプローブ６
００に備えられた回転側光ファイバＦＢ１と、測定光Ｌ１を回転側光ファイバＦＢ１まで
導波すると共に回転側光ファイバＦＢ１によって導波された反射光Ｌ３を導波する固定側
光ファイバＦＢ２と、回転側光ファイバＦＢ１を固定側光ファイバＦＢ２に対して回転可
能に接続し、測定光Ｌ１及び反射光Ｌ３を伝送する光ロータリジョイント１８と、光カプ
ラ１４で生成された干渉光Ｌ４を干渉信号として検出する干渉信号検出部２０と、この干
渉信号検出部２０によって検出された干渉信号Ｓｂを処理して断層情報を取得する信号処
理部２２と、を有する。また、信号処理部２２で取得された断層情報に基づいて生成され
た画像は画像表示部５００に表示される。
【００５８】
　尚、図２に示すＯＣＴプロセッサ４００においては、上述した射出光Ｌａ、測定光Ｌ１
、参照光Ｌ２及び反射光Ｌ３などを含む種々の光を各光デバイスなどの構成要素間で導波
し、伝送するための光の経路として、回転側光ファイバＦＢ１及び固定側光ファイバＦＢ
２を含め種々の光ファイバ（不図示）が用いられている。
【００５９】
　波長掃引光源１２は、ＯＣＴの測定のための光（例えば、波長１．３μｍのレーザ光あ
るいは低コヒーレンス光）を射出するものであり、この波長掃引光源１２は周波数を一定
の周期で掃引させながら赤外領域である、例えば波長１．３μｍを中心とするレーザ光Ｌ
ａを射出する光源である。この波長掃引光源１２は、図示はしないが、レーザ光あるいは
低コヒーレンス光Ｌａを射出する光源部と、この光源部から射出された光Ｌａを集光する
レンズとを備えている。また、光Ｌａは、光カプラ１４で測定光Ｌ１と参照光Ｌ２に分割
され、測定光Ｌ１は光ロータリジョイント１８に入力される。尚、波長掃引光源１２から
は、波長掃引の周期に同期した波長掃引同期信号Ｓｃが信号処理部２２に出力され、干渉
信号Ｓｂの処理等に使用される。
【００６０】
　光ロータリジョイント１８は、測定光Ｌ１をＯＣＴプローブ６００内の回転側光ファイ
バＦＢ１に導波する。
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【００６１】
　光カプラ１４は、波長掃引光源１２からの光Ｌａを測定光Ｌ１と参照光Ｌ２とに分割し
、測定光Ｌ１を固定側光ファイバＦＢ２に入射させ、参照光Ｌ２の光路長を調整する参照
ミラー１１に入射させる。
【００６２】
　さらに、光カプラ１４は、参照ミラー１１によって周波数シフト及び光路長の変更が施
されて戻った参照光Ｌ２と、後述するＯＣＴプローブ６００で取得され固定側光ファイバ
ＦＢ２から導波された反射光Ｌ３とを合波して干渉光Ｌ４を生成し、干渉光Ｌ４を干渉信
号検出部２０に出力する。
【００６３】
　ＯＣＴプローブ６００は、光ロータリジョイント１８を介して、固定側光ファイバＦＢ
２と接続されており、固定側光ファイバＦＢ２から、光ロータリジョイント１８を介して
、測定光Ｌ１が回転側光ファイバＦＢ１に入射され、測定光Ｌ１を回転側光ファイバＦＢ
１によって伝送して測定対象Ｓ（図３及び図５参照）に照射する。そして測定対象Ｓから
の反射光Ｌ３を取得し、取得した反射光Ｌ３を回転側光ファイバＦＢ１によって伝送して
、光ロータリジョイント１８を介して、固定側光ファイバＦＢ２に射出するようになって
いる。
【００６４】
　干渉信号検出部２０は、光カプラ１４で参照光Ｌ２と反射光Ｌ３とを合波して生成され
た干渉光Ｌ４を干渉信号Ｓｂとして検出するものであり、次段の信号処理部２２がこの干
渉信号を高速フーリエ変換（ＦＦＴ）することにより、測定対象Ｓの各深さ位置における
反射光（あるいは後方散乱光）の強度（断層情報）を検出する。
【００６５】
　信号処理部２２は、干渉信号検出部２０で検出した干渉信号から断層情報を取得し、取
得した断層情報に基づいて３次元的な断層情報（３次元ボリュームデータ）を生成すると
共に、この３次元ボリュームデータに対して各種処理を施した画像を画像表示部５００へ
出力する。
【００６６】
　参照ミラー１１は、参照光Ｌ２の射出側に配置されており、参照光Ｌ２を平行光にして
ミラーに集光し、ミラーにて反射させる。このミラーはミラー移動機構により光軸方向に
平行な方向に移動することで参照光Ｌ２の光路長を調整するようになっている。
【００６７】
　光ロータリジョイント１８は、ＯＣＴプローブ６００内の回転側光ファイバＦＢ１から
の測定光Ｌ１をラジアル走査するための送受波回転手段としての回転駆動部２４及びＯＣ
Ｔプローブ６００の長手軸に沿った進退走査（リニア走査）を行うための送受波移動手段
としての軸方向移動駆動部２５により制御される。
【００６８】
　詳細には、回転駆動部２４は、回転側光ファイバＦＢ１を回転駆動するモータ２４ａと
、モータ２４ａの１回転毎に１パルス（１パルス／回転）のパルス信号Ｓａを信号処理部
２２に出力する回転検出手段としての回転検出部２４ｂとを備えて構成される。また、軸
方向移動駆動部２５は、モータ２５ａを備え、このモータ２５ａにより光ロータリジョイ
ント１８、回転駆動部２４、及び、ＯＣＴプローブ６００をＯＣＴプローブ６００の長手
軸に沿って進退走査する。
【００６９】
　尚、光ロータリジョイント１８、回転駆動部２４、及び、軸方向移動駆動部２５は、操
作部６０４（図１参照）内に設けられている。
【００７０】
　図３は図１のＯＣＴプローブの長手軸方向の先端断面を示す断面図である。また、図４
は図３の回転側光ファイバＦＢ１を固定側光ファイバＦＢ２に接続する光ロータリジョイ
ント１８の周辺部（操作部６０４）の構成を示す断面図である。
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【００７１】
　図３に示すように、ＯＣＴプローブ６００の先端部は、先端が閉塞された略円筒状のシ
ース（プローブ外筒）６２０と、回転側光ファイバＦＢ１と、フレキシブルシャフト（ト
ルク伝達コイル）６２４と、送受波手段としての光学レンズ６２８とを有している。
【００７２】
　シース６２０は、可撓性を有する筒状の部材であり、測定光Ｌ１及び反射光Ｌ３が透過
する材料からなっている。尚、シース６２０は、測定光Ｌ１及び反射光Ｌ３が通過する先
端（光ロータリジョイント１８と反対側の回転側光ファイバＦＢ１の先端、以下シース６
２０の先端と言う）側の一部が全周に渡って光を透過する材料（透明な材料）で形成され
ていればよく、シース６２０の先端に配置されており、先端部が、回転側光ファイバＦＢ
１から出射された測定光Ｌ１を測定対象Ｓに対して集光して照射するために略半球状の形
状で形成されている。
【００７３】
　回転側光ファイバＦＢ１は、線状部材であり、シース６２０内にＯＣＴプローブ６００
の長手軸となるシース６２０の長手軸に沿って挿入配置されている。この回転側光ファイ
バＦＢ１により、固定側光ファイバＦＢ２から出射された測定光Ｌ１が光学レンズ６２８
まで導波されると共に、光学レンズ６２８で取得した測定対象Ｓからの反射光Ｌ３が固定
側光ファイバＦＢ２まで導波される。
【００７４】
　フレキシブルシャフト６２４は、回転側光ファイバＦＢ１の外周に固定されている。回
転側光ファイバＦＢ１とフレキシブルシャフト６２４は、光ロータリジョイント１８に接
続されている。
【００７５】
　光学レンズ６２８は、回転側光ファイバＦＢ１の先端に固定部材６２６により固定され
ており、回転側光ファイバＦＢ１からＯＣＴプローブ６００の長手軸方向に射出された測
定光Ｌ１をＯＣＴプローブ６００の長手軸に対して所定角度傾斜した方向（シース６２０
の周面方向）の集光点Ｆに向けて偏向すると共に集光して測定対象Ｓに照射し、測定対象
Ｓからの反射光Ｌ３を集光して回転側光ファイバＦＢ１に入射する。
【００７６】
　一方、ＯＣＴプローブ６００の基端側は、図４に示すように光ロータリジョイント１８
に接続されている。光ロータリジョイント１８は、フレーム６５０内に光コネクタ１８ａ
と回転筒６５６とを備えており、光コネクタ１８ａはフレーム６５０に固定され、回転筒
６５６は光コネクタ１８ａに対して回動可能に連結されている。
【００７７】
　光コネクタ１８ａの一方の光入出力端には固定側光ファイバＦＢ２が接続され、光コネ
クタ１８ａの他方の光入出力端には回転筒６５６に固定されたＯＣＴプローブ６００の回
転側光ファイバＦＢ１が接続されている。これによって、回転側光ファイバＦＢ１が固定
側光ファイバＦＢ２に光コネクタ１８ａを介して光学的に接続されている。
【００７８】
　また、回転側光ファイバＦＢ１の外周に固定されているフレキシブルシャフト６２４が
回転側光ファイバＦＢ１と共に回転筒６５６に固定され、ＯＣＴプローブ６００のシース
６２０がフレーム６５０に固定されている。さらに回転筒６５６には、ギヤ６５４を介し
てフレーム６５０に固定された回転駆動部２４のモータ２４ａが連結されている。
【００７９】
　従って、回転駆動部２４は、モータ２４ａを回転駆動することによって、回転筒６５６
を回転させて回転側光ファイバＦＢ１及びフレキシブルシャフト６２４を固定側光ファイ
バＦＢ２に対して回転させると共にシース６２０内で回転させる構成となっており、回転
側光ファイバＦＢ１の先端の光学レンズ６２８をシース６２０内で矢印Ｒ方向（図３参照
）に回転させることができるようになっている。
【００８０】
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　また、フレーム６５０は支持部材６６２を備えており、支持部材６６２は、図示しない
ネジ孔を有している。ネジ孔には進退移動用ボールネジ６６４が咬合しており、進退移動
用ボールネジ６６４には、操作部６０４（図１参照）の筐体となるフレーム６７０に固定
されたモータ２５ａが接続されている。従って、軸方向移動駆動部２５は、モータ２５ａ
を回転駆動することにより、フレーム６５０と共にＯＣＴプローブ６００全体を長手軸方
向（図３のＳ１及びＳ２方向）に進退移動させる構成となっており、これによって、ＯＣ
Ｔプローブ６００の光学レンズ６２８をシース６２０と共にＯＣＴプローブ６００の長手
軸方向に進退移動させることができるようになっている。
【００８１】
　尚、シース６２０をフレーム６５０に固定するのではなく、フレーム６７０に固定した
場合には、フレーム６５０を進退移動させることによって回転側光ファイバＦＢ１、フレ
キシブルシャフト６２４、及び、光学レンズ６２８がシース６２０内で進退移動する。シ
ース６２０と測定対象Ｓとの相対的な位置を動かさずにリニア走査する場合等に有効であ
る。
【００８２】
　ＯＣＴプローブ６００は、以上のような構成により、光ロータリジョイント１８により
回転側光ファイバＦＢ１及びフレキシブルシャフト６２４が、図３中矢印Ｒ方向に回転す
ることで、光学レンズ６２８から出射される測定光Ｌ１の方向が矢印Ｒ方向（シース６２
０の円周方向）に回転すると共に反射光Ｌ３が取得され、ラジアル走査が行われる。
【００８３】
　さらに、３次元ボリュームデータを生成するために異なる位置の断面における断層情報
を取得する場合は、軸方向移動駆動部２５により光学レンズ６２８が矢印Ｓ１方向の移動
可能範囲の終端まで移動した後、ラジアル走査による断層情報の取得とＳ２方向へ移動（
リニア走査）とを交互に繰り返しながら、又は、同時に行いながら移動可能範囲の終端ま
で移動する。尚、ラジアル走査時の光学レンズ６２８の回転方向やリニア走査時の光学レ
ンズ６２８の移動方向は上述の場合と反対向きであってもよい。
【００８４】
　このように測定対象Ｓに対して所望の範囲での複数の断層情報を取得し、取得した複数
の断層情報に基づいて３次元ボリュームデータを得ることができる。
【００８５】
　図５は図１の内視鏡１００の鉗子口（鉗子導出口）１５６から導出されたＯＣＴプロー
ブ６００を用いて断層情報を得る様子を示す図である。同図に示すように、ＯＣＴプロー
ブ６００の先端部を、測定対象Ｓの所望の部位に密着又は近接させて測定光をＯＣＴプロ
ーブ６００から測定対象Ｓに照射して断層情報を取得する。
【００８６】
　次に、本発明に係る光断層画像化装置の測定領域拡大器について説明する。測定領域拡
大器は、大腸等の管径の大きな管腔部位を測定対象Ｓとして、上記のように内視鏡１００
の挿入部１１４の先端部１４４（以下、挿入部先端１４４という）から突出配置されるＯ
ＣＴプローブ６００の先端部分を測定対象Ｓに密着又は近接させてラジアル走査を行う場
合に、有効に断層情報を取得できる測定対象Ｓの領域幅、即ち、有効な走査幅を拡大して
広域測定を行うためのものである。この測定領域拡大器は、内視鏡１００の挿入部先端１
４４よりも前方に設置されるようになっており、本実施の形態の測定領域拡大器７１０は
、図１に示したように内視鏡１００の挿入部１１４全体に被せられるオーバチューブ７０
０の先端部の設けられる態様となっている。そこで、測定領域拡大器７１０を使用する場
合には、内視鏡１００の挿入部１１４を被検体の体腔内に挿入する前に、その測定領域拡
大器７１０を備えたオーバチューブ７００を挿入部１１４に被せて、測定領域拡大器７１
０を挿入部先端１４４の前面側に設置しておく。また、測定領域拡大器７１０を使用した
ＯＣＴ測定の際には、ＯＣＴプローブ６００単体でのＯＣＴ測定の場合と同様に内視鏡１
００の挿入部先端１４４の鉗子口１５６からＯＣＴプローブ６００の先端部を導出した状
態に設定する。
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【００８７】
　図６は、測定領域拡大器７１０を内視鏡１００の挿入部先端１４４に設置した状態での
測定領域拡大器７１０の構成を示した断面図であり、図７（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）は各々
、図６のＡ－Ａ矢視断面図、Ｂ－Ｂ矢視断面図、Ｃ－Ｃ矢視図である。
【００８８】
　図６に示すように測定領域拡大器７１０は、裏面鏡７２０、保持枠７２２、アーム７２
４、収容枠７３０を備えている。
【００８９】
　裏面鏡７２０は、内視鏡１００の先端部１４４の鉗子口１５６から導出されたＯＣＴプ
ローブ６００の光学レンズ６２８から裏面鏡７２０の方向に射出された測定光Ｌ１をＯＣ
Ｔプローブ６００の先端よりも僅かに前方となる位置を通過するように反射させて測定対
象Ｓに照射すると共に、その測定光Ｌ１が照射された測定対象Ｓからの反射光Ｌ３を反射
してＯＣＴプローブ６００の光学レンズ６２８に入射させるためのものである。
【００９０】
　ＯＣＴプローブ６００は、光学レンズ６２８を回転させてラジアル走査を行った場合に
、光学レンズ６２８から出射した測定光の集光点（第１集光点）が通過する領域を測定可
能領域として、その測定可能領域近傍の断層情報を取得するものであり、本実施の形態の
ＯＣＴプローブ６００は、回転側光ファイバＦＢ１から出射された測定光を光学レンズ６
２８によってシース６２０外面の近傍位置の第１集光点で集光させる特性を有している。
【００９１】
　一方、測定対象Ｓとして大腸等の管径の大きな管腔部位の生体にＯＣＴプローブ６００
（シース６２０）を密着又は近接させて測定を行う場合、シース６２０外面の全周のうち
一部分のみに測定対象Ｓが密着又は近接する。そのため、測定対象Ｓは、ラジアル走査に
よって第１集光点が通過する測定可能領域のうちの一部にしか存在せず、有効に断層情報
を取得できる測定対象Ｓの領域は、シース６２０に密着又は近接した領域のみとなる。第
１集光点の近傍に測定対象Ｓが存在しない測定光は、第１集光点を通過した後に発散する
。
【００９２】
　裏面鏡７２０は、このように測定対象Ｓが存在しない方向に出射された光学レンズ６２
８からの測定光Ｌを第１集光点通過後に一度反射させてから再度、集光点（第２集光点）
に集光させて測定対象Ｓに照射させることで、有効に断層情報を取得できる測定対象Ｓの
領域、即ち、横方向の有効な走査幅を、ＯＣＴプローブ６００単体での測定の場合よりも
広くするものである。
【００９３】
　ここで、内視鏡１００の挿入部先端１４４の中心軸Ａｘ２の方向（図６紙面中の左右方
向、図７紙面に直交する方向）を縦方向（Ｙ）とし、中心軸Ａｘ２とこれと略平行な鉗子
チャンネルの鉗子口１５６における中心軸（本実施の形態では鉗子口１５６から直線状に
導出されたＯＣＴプローブ６００の長手軸Ａｘ１）を含む図６紙面となる垂直面Ｐ２内の
方向であって、中心軸Ａｘ２と直交する方向（図６及び図７紙面中の上下方向）を深さ方
向（Ｚ）とし、縦方向（Ｙ）及び深さ方向（Ｚ）に直交する方向（図６紙面に直交する方
向、図７紙面中の左右方向）を横方向（Ｘ）する。また、ＯＣＴプローブ６００の長手軸
Ａｘ１を含み、垂直面Ｐ２と直交する横方向（Ｘ）の平面を水平面Ｐ１とし、図６及び図
７において水平面Ｐ１より下側の領域を第１領域Ｒ１、上側の領域を第２領域Ｒ２とする
。尚、縦方向（Ｙ）に関しては、図６紙面中の右側を前側、左側を後側といい、深さ方向
（Ｚ）に関しては、図６及び図７の紙面中の上側、下側をそのまま上側、下側というもの
とする。
【００９４】
　このような前提の元、裏面鏡７２０は、第２領域Ｒ２に配置されている。特に本実施の
形態では内視鏡１００の挿入部先端１４４の中心軸Ａｘ２に対して、鉗子口１５６から導
出されたＯＣＴプローブ６００と反対側となる位置に配置されており、ＯＣＴプローブ６
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００の長手軸Ａｘ１に対して挿入部先端１４４の中心軸Ａｘ２を挟む位置に配置されてい
る。即ち、裏面鏡７２０は、水平面Ｐ１よりも上側の垂直面Ｐ２と交わる位置に配置され
ると共に、垂直面Ｐ２に対して面対称の形状となるような位置に配置されている。
【００９５】
　また、裏面鏡７２０は、測定光Ｌ１や反射光Ｌ３が入出力しない裏面７２０Ｂ側が保持
枠７２２に接着保持されており、その保持枠７２２には、アーム７２４が固定されている
。
【００９６】
　アーム７２４は、例えば断面が円形の可撓性を有する線状（棒状）部材であり、オーバ
チューブ７００に形成されたアーム挿通孔７００Ａ及び収容枠７３０の基端部７３２（後
述）に形成されたアーム挿通孔７３２Ｅを挿通して基端部７３２の前面よりも前側に突出
される先端側に保持枠７２２が固定されている。これによりアーム７２４が、内視鏡１０
０の挿入部先端１４４にオーバチューブ７００及び基端部７３２を介して支持されると共
に、裏面鏡７２０が、このアーム７２４と保持枠７２２を介して内視鏡１００の挿入部先
端１４４に支持されている。
【００９７】
　また、アーム７２４の基端側は、オーバチューブ７００の基端側（内視鏡１００の手元
操作部１１２側）において、アーム挿通孔７００Ａ内からオーバチューブ７００の外部へ
と露出する余長部分７２４Ａを有しており、その余長部分７２４Ａにおいてアーム７２４
を押し引き操作（軸方向に進退操作）することによって、裏面鏡７２０を縦方向に移動さ
せることができるようになっている。尚、アーム７２４は変形可能であるため、内視鏡１
００の挿入部１１４が湾曲してオーバチューブ７００のアーム挿通孔７００Ａが湾曲した
場合にもそれに併せて湾曲し、アーム７２４の基端側の位置を固定した場合には、裏面鏡
７２０の位置も固定される。
【００９８】
　そのアーム７２４の基端側の余長部分７２４Ａは、鉗子チャンネルから鉗子挿入部１３
８を介して外部へと露出したＯＣＴプローブ６００（シース６２０）の余長部分６００Ａ
と連結部材７４０により連結されている。これによって、縦方向（Ｙ）に関して裏面鏡７
２０とＯＣＴプローブ６００の先端とが適切な位置関係で保持されると共に、連動して移
動するようになっている。測定領域拡大器７１０を使用してリニア走査を行う場合には、
図４に示したように、シース６２０と光学レンズ６２８の相対的な位置を固定してＯＣＴ
プローブ６００全体（シース６２０）を進退移動させることを想定しており、その場合に
おいて、裏面鏡７２０は、連結部材７４０によりシース６２０と共に光学レンズ６２８と
も、適切な位置関係を保持した状態で縦方向（Ｙ）に連動して移動するようになっている
。
【００９９】
　尚、図４のようにＯＣＴプローブ６００を軸方向移動駆動部２５のモータ２５ａにより
進退移動させるのではなく、手動で進退移動させるようにしてもよい。また、図４のよう
にモータ２５ａによってＯＣＴプローブ６００を進退移動させるのではなく、連結部材７
４０又はアーム７２４にモータを連結し、そのモータによってＯＣＴプローブ６００及び
アーム７２４を軸方向に進退移動させるようにしてもよい。モータでＯＣＴプローブ６０
０及びアーム７２４を進退移動させる場合には、ＯＣＴプロセッサ４００の制御信号等に
よってそのモータの回転駆動を制御してＯＣＴプローブ６００の光学レンズ６２８及び裏
面鏡７２０を縦方向（Ｙ）に決められた速度で移動させてリニア走査を行うことができる
。
【０１００】
　収容枠７３０は、主として裏面鏡７２０の損傷や汚れの付着を防止するために内視鏡１
００の先端部１４４の前面から突出した裏面鏡７２０、保持枠７２２、アーム７２４の先
端部分を密閉した状態に覆うものであり、基端部７３２、裏面鏡収容部７３４、前面部７
３６から構成されている。
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【０１０１】
　基端部７３２は、図６及び図６のＡ－Ａ矢視断面図である図７（Ａ）に示すように、オ
ーバチューブ７００の先端面に沿った（先端面と同一の断面形状の）円筒部材を、軸に平
行な平面で切断して得られる円筒部７３２Ａと、その切断部分を平状に連結する平板部７
３２Ｂと、これらの円筒部７３２Ａ及び平板部７３２Ｂにより囲まれた空洞部７３２Ｃと
からなる中空の一体形成部材であり、この基端部７３２の基端側（後側）端面の一部、即
ち、オーバチューブ７００の先端面に接触する円筒部７３２Ａの基端側端面全体と平板部
７３２Ｂの一部が、接着等によってオーバチューブ７００の先端面に固着されている。尚
、内視鏡１００の挿入部先端１４４の前面には、図１に示したように観察光学系１５０や
照明光学系１５２が設けられているが、これらは空洞部７３２Ｃの範囲内に配置されてお
り、基端部７３２によって被覆されないようになっている。
【０１０２】
　また、基端部７３２（円筒部７３２Ａ）には、上記のアーム７２４を挿通するアーム挿
通孔７３２Ｅが形成されており、そのアーム挿通孔７３２Ｅが、オーバチューブ７００の
アーム挿通孔７００Ａと連通する位置に配置されている。
【０１０３】
　一方、基端部７３２（平板部７３２Ｂ）には、ＯＣＴプローブ６００を挿通するプロー
ブ挿通孔７３２Ｄが形成されており、そのプローブ挿通孔７３２Ｄが、内視鏡１００の挿
入部先端１４４の前面に形成された鉗子口１５６（鉗子チャンネル）に連通する位置に配
置されている。
【０１０４】
　即ち、基端部７３２は、内視鏡１００の挿入部先端１４４の中心軸Ａｘ２周りに関する
裏面鏡７２０の位置決めを行う部材としても作用しており、内視鏡１００の挿入部１１４
にオーバチューブ７００及び測定領域拡大器７１０を装着する際に、挿入部先端１４４の
外周面にオーバチューブ７００先端の内周面を適切に沿わせる状態（オーバチューブ７０
０の中心軸を挿入部先端１４４の中心軸Ａｘ２に一致させた状態）で、挿入部先端１４４
とオーバチューブ７００とを中心軸周りに相対的に回転させると、基端部７３２のプロー
ブ挿通孔７３２Ｄの位置と挿入部先端１４４の鉗子口１５６の位置とが一点において合致
する。この状態となるようにオーバチューブ７００を挿入部１１４に装着することによっ
て、裏面鏡７２０を支持するアーム７２４が挿入部先端１４４の外周面の特定位置（図６
の紙面上（垂直面Ｐ２上）の位置）に配置され、アーム７２４に支持された裏面鏡７２０
がＯＣＴプローブ６００に対して図６で説明した位置に確実に配置されるようになってい
る。尚、このとき基端部７３２の平板部７３２Ｂは水平面Ｐ１と平行に配置される。
【０１０５】
　また、基端部７３２は、アーム７２４を後側に後退させたときにその前側端面が保持枠
７２２と当接することによって、裏面鏡７２０の縦方向への進退移動に関して、後側への
移動範囲を規制する規制部材としても作用している。即ち、裏面鏡７２０はＯＣＴプロー
ブ６００の光学レンズ６２８に対して縦方向（Ｙ）に関して適切な位置関係を保持して移
動するため、少なくとも光学レンズ６２８が挿入部先端１４４の前面よりも前方に露出し
た状態（測定光が遮蔽されない条件を満たす範囲）となるように、連結部材７４０により
光学レンズ６２８と連動する裏面鏡７２０の移動可能な位置範囲が制限されている。また
、保持枠７２２が基端部７３２の前側端面に当接して裏面鏡７２０が後側の端位置となっ
た状態において、ＯＣＴプローブ６００の光学レンズ６２８からの測定光Ｌ１が裏面鏡７
２０に入射されるように基端部７３２の平板部７３２Ｂの前側端面が円筒部７３２Ａの前
側端面よりも後側に後退した位置に形成されている。また、基端部７３２による裏面鏡７
２０の移動範囲は、裏面鏡７２０で反射された測定光が照射される測定位置が内視鏡１０
０の挿入部先端１４４の観察光学系１５０により撮影する撮影視野の範囲内となる位置範
囲（測定位置が観察窓の視野範囲内となる条件を満たす範囲）に制限されている。尚、基
端部７３２による裏面鏡７２０の縦方向（Ｙ）に関する移動範囲の制限は利便性を向上さ
せるものであって、必ずしもそのような作用を必要とするものではないため、基端部７３
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２は、測定光Ｌ１が遮蔽されない条件と測定位置が観察光学系１５０の視野範囲内となる
条件のいずれか一方のみを満たすように裏面鏡７２０の移動範囲を規制するものであって
よいし、また、これらの条件とは関係なく、挿入部先端１４４の中心軸Ａｘ２周りに関す
る裏面鏡７２０の位置決めを行うものとして設けられるものであってもよい。さらに、Ｏ
ＣＴプローブ６００やアーム７２４を挿通する孔を有する基端部７３２自体がなくてもよ
く、後述の裏面鏡収容部７３４のように裏面鏡７２０の周辺部を覆うだけの構成であって
もよい。
【０１０６】
　収容枠７３０の裏面鏡収容部７３４は、裏面鏡７２０の縦方向に関する移動可能な位置
範囲の周部全体を覆う部分であり、図６及び図６のＢ－Ｂ矢視断面図である図７（Ｂ）に
示すように基端部７３２の円筒部７３２Ａの周縁部に沿った円筒部材を軸に平行な平面で
切断して得られる円筒部７３４Ａと、その切断部分を平状に連結する平板部７３４Ｂと、
これらの円筒部７３４Ａ及び平板部７３４Ｂにより囲まれた空洞部７３４Ｃとからなる中
空の一体形成部材である。この裏面鏡収容部７３４の円筒部７３４Ａと平板部７３４Ｂの
各々の基端側（後側）端面が基端部７３２の円筒部７３２Ａの前側端面周縁部と、平板部
７３２Ｂの前側端面上縁部に固着されている。
【０１０７】
　また、裏面鏡収容部７３４は、透明な部材で形成されており、裏面鏡７２０により反射
されて測定対象Ｓに照射される測定光Ｌ１や、測定対象Ｓで反射して裏面鏡７２０に入射
する反射光Ｌ３が裏面鏡収容部７３４で遮蔽されることなく透過できるようになっている
。
【０１０８】
　収容枠７３０の前面部７３６は、図６及び図６のＣ－Ｃ矢視図である図７（Ｃ）に示す
ように、前方から見て基端部７３２及び裏面鏡収容部７３４の外縁形状と略一致する平板
部材であり、後面側が、裏面鏡収容部７３４の前側端面に固着されている。これによって
、裏面鏡収容部７３４の前側の開口が閉塞され、また、収容枠７３０全体として唯一の開
口部分となる基端部７３２の後側が内視鏡１００の挿入部先端１４４の前面で閉塞されて
いるため、裏面鏡収容部７３４内の裏面鏡７２０が略密閉された空間内に収容された状態
となっている。また、裏面鏡７２０の縦方向（Ｙ）の移動に関して、保持枠７２２が前面
部７３６の後面に当接することによって、前側への移動範囲が規制されている。さらに、
前面部７３６の下側の面７３６Ａは水平面Ｐ１に平行な平らな面となっており、ＯＣＴプ
ローブ６００を測定対象Ｓに密着又は近接させる際に、その面７３６Ａが測定対象Ｓの測
定部位周辺の面と平行になるようにすることによってＯＣＴプローブ６００のシース６２
０の第１領域Ｒ１側の外面に測定対象Ｓを適切に密着又は近接させることができるように
なっている。
【０１０９】
　以上のように収容枠７３０は、基端部７３２、裏面鏡収容部７３４、前面部７３６によ
り構成されているが、これらの構成部毎に分けて別部材で構成する必要はなく、少なくと
も、測定光や反射光が通過する裏面鏡収容部７３４の平板部７３４Ｂがそれらの光を透過
する透明部材であれば、これらの構成部のうちの全て又は２つが一体形成されたものであ
ってもよいし、また、異なる構成部間の一部が一体形成されているものであってもよい。
【０１１０】
　また、上記の如く構成される上記実施の形態の測定領域拡大器７１０は、オーバチュー
ブ７００の先端に取り付けられるものとしたが、上記のように内視鏡１００の挿入部先端
１４４の前面側に設置できるようにすれば良く、挿入部１１４の先端のみに装着されるフ
ードに設置しても良いし、その他の方法で内視鏡１００の挿入部先端１４４の前方に設置
できるようにしてもよい。
【０１１１】
　続いて、上記裏面鏡７２０について詳説する。図８、図９は、測定領域拡大器７１０に
よって図６のように配置されたＯＣＴプローブ６００と裏面鏡７２０のみを横方向と縦方
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向から示した側面図及び正面図である。
【０１１２】
　まず、図８に示すようにＯＣＴプローブ６００の回転側光ファイバＦＢ１の先端から出
射されて発散した測定光Ｌ１の各光線（回転側光ファイバＦＢ１の軸方向に出射された光
線を主光線Ｂとする）は、光学レンズ６２８により偏向されて、縦方向（Ｙ）に対して所
定角度傾斜した方向、例えば、縦方向に対して略直交する方向又はそれよりも僅かに前方
に傾斜した方向のシース６２０外面近傍における第１集光点Ｆ１で集光する。この第１集
光点Ｆ１は、ラジアル走査時のように光学レンズ６２８を回転させると、ＯＣＴプローブ
６００の長手軸Ａｘ１（回転側光ファイバＦＢ１の光軸）周りに回転するが、同図では、
第１集光点Ｆ１が、ＯＣＴプローブ６００の長手軸Ａｘ１を含む水平面Ｐ１に対して上側
となる第２領域Ｒ２内の垂直面Ｐ２（紙面）上の位置となる状態を示している。ＯＣＴプ
ローブ６００を測定対象Ｓに密着又は近接させて測定を行う場合、上記のように測定対象
Ｓは、主として水平面Ｐ１に対して下側となる第１領域Ｒ１に存在するため、同図のよう
に第１集光点Ｆ１が上側となるときには、第１集光点Ｆ１は測定対象Ｓに直接照射されず
、測定光Ｌ１は第１集光点Ｆ１で集光した後、再び発散する。
【０１１３】
　そして、第１集光点Ｆ１を通過して発散した測定光Ｌ１の各光線は、裏面鏡７２０に前
面から入射して裏面で反射し、再び前面から出射される。裏面鏡７２０は、第１集光点Ｆ
１を通過して発散した測定光Ｌ１の各光線を反射させる反射作用と共に集光作用を有して
おり、裏面鏡７２０で反射した測定光Ｌ１の各光線は少なくとも光学レンズ６２８及び第
１集光点Ｆ１よりも前方の位置で、且つ、水平面Ｐ１よりも低い第１領域Ｒ１内の位置で
集光する。このとき、裏面鏡７２０から第２集光点Ｆ２へと向かう測定光Ｌ１の各光線が
ＯＣＴプローブ６００のシース６２０によって遮られることがないように、図６において
連結部材７４０によりアーム７２４とＯＣＴプローブ６００とを連結する際に、連結部材
７４０をアーム７２４に固定する位置と、ＯＣＴプローブ６００のシース６２０に固定す
る位置とが予め調整されて決められている。
【０１１４】
　このようして裏面鏡７２０で反射した測定光Ｌ１の各光線が集光する第２集光点Ｆ２の
位置は測定対象Ｓが存在する側の位置であり、裏面鏡７２０で反射した測定光Ｌ１の各光
線は測定対象Ｓに照射されることになる。そして、その測定対象Ｓで反射した反射光Ｌ３
は、測定光Ｌ１とは逆の経路、即ち、裏面鏡７２０、光学レンズ２の順に経由して回転側
光ファイバＦＢ１に入射し、ＯＣＴプロセッサ４００へと伝送される。
【０１１５】
　これによれば、ＯＣＴプローブ６００の光学レンズ６２８から出射された測定光Ｌ１の
第１集光点Ｆ１を測定対象Ｓに直接照射した場合と同様に反射光Ｌ３を取得することがで
きるため、第２集光点が照射される位置近傍の断層情報を取得することができる。
【０１１６】
　一方、光学レンズ６２８を回転させた場合、ＯＣＴプローブ６００の光学レンズ６２８
から出射される測定光Ｌ１の出射方向がＯＣＴプローブ６００の長手軸Ａｘ１周りに回転
し、第１集光点Ｆ１も回転する。このとき、光学レンズ６２８の回転角度が所定角度範囲
の場合において、図８の場合と同様に裏面鏡７２０が有効に第２集光点Ｆ２を形成する。
図９の正面図において軌跡線Ｍ１は、裏面鏡７２０が有効に第２集光点Ｆ２を形成する場
合の第１集光点Ｆ１の位置範囲を示し、また、その位置範囲の端点となる第１集光点Ｆ１
１、Ｆ１２の各々を第１集光点Ｆ１とする光学レンズ６２８の回転角度状態において主光
線Ｂ１、Ｂ２が通過する軌跡が示されている。同図に示すように、所定回転角度の状態で
光学レンズ６２８から出射された測定光Ｌ１の主光線が主光線Ｂ１となる場合、測定光Ｌ
１は第１集光点Ｆ１１に集光する。そして、第１集光点Ｆ１１を通過した測定光Ｌ１の各
光線は、裏面鏡７２０で反射されて、水平面Ｐ１よりも下側となる第１領域Ｒ１内の第２
集光点Ｆ２１に集光する。同様に所定回転角度の状態で光学レンズ６２８から出射された
測定光Ｌ１の主光線が主光線Ｂ２となる場合、測定光Ｌ１は第１集光点Ｆ１２に集光する
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。そして、第１集光点Ｆ１２を通過した測定光Ｌ１の各光線は、裏面鏡７２０で反射され
て、水平面Ｐ１よりも下側の第１領域Ｒ１内の第２集光点Ｆ２２に集光する。
【０１１７】
　そして、光学レンズ６２８から出射される測定光Ｌ１の第１集光点が第１集光点Ｆ１１
から第１集光点Ｆ１２までの軌跡線Ｍ１上の位置となる角度範囲で光学レンズ６２８が回
転した際に、第２集光点が第２集光点Ｆ２１から第２集光点Ｆ２２までの略直線の軌跡線
Ｍ２上を移動する。裏面鏡７２０はこのような光学特性を有するように設計されている。
【０１１８】
　これによれば、裏面鏡７２０によって第２集光点が形成される第２集光点Ｆ２１から第
２集光点Ｆ２２までの測定対象Ｓの領域をラジアル走査によって有効に走査することがで
きる。仮に、ラジアル走査において、光学レンズ６２８から出射された測定光Ｌ１の第１
集光点Ｆ１を測定対象Ｓに直接照射して測定を行う場合、図１０に示すように有効に断層
情報が得られる範囲は、直線距離にして２～３ｍｍ程度である。一方、図９のように裏面
鏡７２０を利用して測定光Ｌ１の第２集光点Ｆ２を測定対象Ｓに照射してラジアル走査を
行った場合、有効に断層情報が得られる範囲は、その倍の６ｍｍ程度は少なくとも得られ
るようになっている。従って、本実施の形態の測定領域拡大器７１０を使用することによ
ってＯＣＴプローブ６００単体でラジアル走査を行う場合よりも有効に測定できる横方向
の領域幅を拡大することができ、広域測定が可能となる。
【０１１９】
　このような作用を有する裏面鏡７２０を実際に設計する場合の設計条件について図１１
を用いて一例を説明すると、裏面鏡７２０は、ＢＫ７（ホウケイ酸クラウン光学ガラス）
により成形された両凸の非球面レンズとし、光軸を中心とする回転対称の形状を有してい
るものとする。光が入出する前面７２０Ａは、
　曲率半径Ｒ＝３８１．４（ｍｍ）
　円錐定数＝７６３４．１
とし、光を内部反射する裏面７２０Ｂは、
　曲率半径Ｒ＝９．９６（ｍｍ）
　円錐定数＝０．８６６
とする。レンズの中心厚は、１．５ｍｍとする。
【０１２０】
　一方、ＯＣＴプローブ６００の測定光の出射位置Ｅから第１集光点Ｆ１までの距離を約
１．２ｍｍ、測定光の出射位置Ｅから裏面鏡７２０の前面７２０Ａの略中心位置までの距
離を約８．２ｍｍとする。
【０１２１】
　このとき、第２集光点Ｆ２が裏面鏡７２０の前面の略中心位置から８．９５ｍｍとなる
位置に形成され、光学レンズ６２８を回転させて第１集光点Ｆ１をＯＣＴプローブ６００
の長手軸Ａｘ１周りに回転させると、第２集光点Ｆ２が裏面鏡７２０の光軸と直交する直
線Ｍ２（図９参照）上を移動し、走査幅を約２倍に拡大する。
【０１２２】
　以上の如く構成された測定領域拡大器７１０を使用して大腸のような管径の大きな管腔
部位のＯＣＴ計測を行う際には、まず、以下のような初期設定を行う。被検体の体腔内に
内視鏡１００の挿入部１１４を挿入する前に、挿入部１１４に測定領域拡大器７１０を備
えたオーバチューブ７００を装着し、挿入部先端１４４に測定領域拡大器７１０を図６の
ように設置する。そして、挿入部１１４を被検体の体腔内に挿入した後、又は、挿入する
前に、ＯＣＴプローブ６００を内視鏡１００の鉗子挿入部１３８から挿入して鉗子チャン
ネルを挿通させ、ＯＣＴプローブ６００の先端部分を挿入部先端１４４の前面の鉗子口１
５６から導出させると共に、測定領域拡大器７１０の基端部７３２のプローブ挿通孔７３
２Ｄを挿通させて図６のように配置する。また、アーム７２４とＯＣＴプローブ６００と
を予め決められている位置で連結部材７４０により連結し、裏面鏡７２０とシース６２０
の先端部とを縦方向（Ｙ）に関して予め決められた位置に固定する。尚、シース６２０内



(19) JP 5635868 B2 2014.12.3

10

20

30

40

50

における光学レンズ６２８の縦方向（Ｙ）の位置に関しては、測定領域拡大器７１０を使
用した広域測定の場合に裏面鏡７２０の位置との関係により適切となる位置が予め決めら
れており、その位置に設定されているものとする。
【０１２３】
　続いて、ＯＣＴプローブ６００のシース６２０の第１領域Ｒ１側の面を測定対象Ｓに密
着又は近接させると共に、ＯＣＴプロセッサ４００に参照ミラー１１の位置調整を実行さ
せる。このとき、光学レンズ６２８から出射される測定光Ｌ１の第１集光点Ｆ１が、図６
のように水平面Ｐ１よりも上側の垂直面Ｐ２上の位置となるように光学レンズ６２８の回
転位置を設定しておく。これにより、ＯＣＴプロセッサ４００からＯＣＴプローブ６００
に出射された測定光Ｌ１がＯＣＴプローブ６００から裏面鏡７２０に出射される。そして
、その測定光Ｌ１が裏面鏡７２０で反射して測定光Ｌ１の第２集光点Ｆ２が測定対象Ｓに
照射される。また、その反射光Ｌ３が測定光Ｌ１と逆の経路を経由してＯＣＴプロセッサ
４００に取り込まれる。ＯＣＴプロセッサ４００における参照ミラー１１の位置調整の処
理については説明を省略するが、反射光Ｌ３と参照光Ｌ２との干渉状態をそれらの干渉光
Ｌ４から得られる干渉信号Ｓｂに基づいて検出して、参照光Ｌ２の光路長が測定光Ｌ１の
第２集光点Ｆ２までの光路長に一致するように参照ミラー１１の位置調整が行われる。
【０１２４】
　以上の初期設定が終了すると裏面鏡７２０を使用した広域測定が可能な状態となる。そ
して、例えば、ＯＣＴプロセッサ４００にラジアル走査による測定を開始させると、ＯＣ
Ｔプロセッサ４００からＯＣＴプローブ６００に測定光が出射され、その測定光がＯＣＴ
プローブ６００から出射される。また、回転駆動部２４により回転側光ファイバＦＢ１と
共に光学レンズ６２８が所定速度で回転して、ＯＣＴプローブ６００から出射された測定
光Ｌ１の第１集光点Ｆ１がＯＣＴプローブ６００の長手軸Ａｘ１の周りを回転する。この
とき光学レンズ６２８の１回転のうちの所定回転角度範囲において出射された測定光Ｌ１
は、第１集光点Ｆ１を通過した後、裏面鏡７２０に入射し、裏面鏡７２０で反射されて第
２集光点Ｆ２において測定対象Ｓに照射される。第２集光点Ｆ２は、光学レンズ６２８の
回転によって、ＯＣＴプローブ６００から直接測定対象Ｓに照射される第１集光点Ｆ１の
領域よりも横方向に広い領域で移動する。そして、測定対象Ｓにおいて測定光Ｌ１の第２
集光点Ｆ２が照射された領域からの反射光は、裏面鏡７２０で反射されてＯＣＴプローブ
６００に入射し、ＯＣＴプローブ６００からＯＣＴプロセッサ４００へと取り込まれる。
また、測定光Ｌ１の第１集光点が直接照射された領域からの反射光Ｌ３もＯＣＴプローブ
６００に入射し、ＯＣＴプローブ６００からＯＣＴプロセッサ４００へと取り込まれる。
そして、ＯＣＴプロセッサ４００において、反射光Ｌ３と参照光Ｌ２の干渉光Ｌ４が生成
され、干渉光Ｌ４に基づいて断層情報が検出される。このとき、参照光Ｌ２の光路長が測
定光Ｌ１の第２集光点Ｆ２までの光路長に合わせられているため、第２集光点Ｆ２が照射
された領域の断層情報が好適に取得される。
【０１２５】
　また、上記のラジアル走査と交互、又は、同時にＯＣＴプローブ６００全体を軸方向に
動かして光学レンズ６２８を縦方向（Ｙ）に移動させ、リニア走査を行うことによって、
測定対象Ｓの縦方向（Ｙ）の異なる位置の断面での断層情報が取得され、それらの断層情
報から３次元ボリュームデータが取得される。このとき、ＯＣＴプローブ６００（光学レ
ンズ６２８）と裏面鏡７２０が連動して縦方向（Ｙ）に移動する。ＯＣＴプローブ６００
と裏面鏡７２０の縦方向（Ｙ）の移動は、軸方向移動駆動部２５のモータ２５ａをＯＣＴ
プロセッサ４００からの制御信号により駆動してＯＣＴプローブ６００全体を軸方向に所
定速度で移動させることによって行われる。連結部材７４０にモータを連結してＯＣＴプ
ロセッサ４００からの制御信号によりそのモータを駆動し、連結部材７４０を軸方向に所
定速度で移動させるようにしてもよい。
【０１２６】
　さらに、上記のような裏面鏡７２０を使用した広域測定の前又は後において、測定領域
拡大器７１０を内視鏡１００の挿入部先端１４４に設置したまま、ＯＣＴプローブ６００
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による通常の測定を行うことも可能である。その場合には、ＯＣＴプローブ６００のシー
ス６２０の第１領域Ｒ１側の面を測定対象Ｓに密着又は近接させると共に、ＯＣＴプロセ
ッサ４００に参照ミラー１１の位置調整を実行させる。このとき、光学レンズ６２８から
出射される測定光Ｌ１の第１集光点Ｆ１が、水平面Ｐ１よりも下側の測定対象Ｓの位置と
なるように光学レンズ６２８の回転位置を設定しておく。これによって参照光Ｌ２の光路
長が測定光Ｌ１の第１集光点Ｆ１までの光路長に合わせられる。そして、上記のようにＯ
ＣＴプローブ６００から測定光Ｌ１を出射しながらＯＣＴプローブ６００の光学レンズ６
２８を回転させてラジアル走査を行うことによって測定対象Ｓにおいて第１集光点Ｆ１が
直接照射される領域の断層情報が取得される。また、３次元ボリュームデータを取得する
場合には、ラジアル走査と交互、又は、同時に光学レンズ６２８を縦方向（Ｙ）に移動さ
せる。このとき、ＯＣＴプローブ６００のシース６２０に対して内部の回転側光ファイバ
ＦＢ１及び光学レンズ６２８を縦方向（Ｙ）に進退移動させる駆動部を有する場合には、
ＯＣＴプローブ６００全体を動かすのではなく、光学レンズ６２８をシース６２０内で縦
方向（Ｙ）に移動させるようにしてもよい。
【０１２７】
　以上、上記実施の形態では、ＯＣＴプローブ６００の長手軸Ａｘ１と内視鏡１００の挿
入部先端１４４の中心軸Ａｘ２とを含む垂直面Ｐ２として、これを基準に裏面鏡７２０等
の測定領域拡大器７１０の各構成部材の配置を規定していたが、これに限らない。例えば
、垂直面Ｐ２をＯＣＴプローブ６００の長手軸Ａｘ１を含まない方向の平面とし、これを
基準に上記実施の形態と同様に測定領域拡大器７１０の各構成部を配置するようにしても
よい。基本的にＯＣＴプローブ６００の側面のうち、測定対象Ｓに面する部分を除いた部
分の側面側に裏面鏡７２０を配置し、ＯＣＴプローブから測定対象Ｓに測定光が直接照射
される測定領域よりも裏面鏡７２０で反射して間接的に測定光を照射する測定領域を裏面
鏡７２０によって拡大させるようにすればよい。
【０１２８】
　また、上記実施の形態では、図６で示したように裏面鏡７２０を支持するアーム７２４
の基端側の余長部分７２４ＡとＯＣＴプローブ６００（シース６２０）の余長部分６００
Ａとを連結部材７４０で機械的に連結していたが、これに限らない。例えば、測定領域拡
大器７１０の収容枠７３０内において、ＯＣＴプローブ６００とアーム７２４とが連通す
る空間を設け、その位置でＯＣＴプローブ６００とアーム７２４とを連結部材によって連
結するようにしてもよい。また、ＯＣＴプローブ６００（シース６２０）とアーム７２４
の各々を個別にモータによって軸方向に移動できるようにし、それらのモータを同時に駆
動するようにして制御上でＯＣＴプローブ６００とアーム７２４を連動させるようにして
もよい。
【０１２９】
　さらに、上記実施の形態では、測定対象Ｓに対してＯＣＴプローブ６００全体を進退移
動させることによりリニア走査を行うものとしたが、シース６２０に対して内部の回転側
光ファイバＦＢ１及び光学レンズ６２８を進退移動させる構成とすることも可能であり、
その場合に、リニア走査の際にシース６２０は測定対象Ｓに対して動かさないものとし、
回転側光ファイバＦＢ１とアーム７２４とを例えば、基端側の余長部分において連結部材
により機械的に連結することによって光学レンズ６２８と裏面鏡７２０とを連動させるよ
うにしてもよい。このとき、裏面鏡７２０で反射された測定光Ｌ１がシース６２０の先端
よりも前方となる範囲で光学レンズ６２８及び裏面鏡７２０を縦方向（Ｙ）に移動させる
ようにしてもよいし、光学レンズ６２８の回転角度によっては裏面鏡７２０で反射された
測定光Ｌ１がシース６２０の位置を通過する場合であっても、それを許容して、光学レン
ズ６２８及び裏面鏡７２０を縦方向（Ｙ）に移動させ、少なくとも裏面鏡７２０で反射さ
れた測定光Ｌ１がシース６２０の位置を通過しない光学レンズ６２８の回転角度範囲にお
いて取得される反射光によって測定対象Ｓの断層情報を取得するようにしてもよい。また
、回転側光ファイバＦＢ１とは別にアーム７２４をモータによって軸方向に移動させるよ
うにし、回転側光ファイバＦＢ１を軸方向に移動させるモータと同時にアーム７２４のモ
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ータを駆動して制御上で光学レンズ６２８と裏面鏡７２０とを連動させるようにしてもよ
い。
【０１３０】
　また、上記実施の形態の測定領域拡大器７１０は、裏面鏡７２０を略密閉した状態とな
るように周辺部を覆う収容枠７３０を備えているが、必ずしも裏面鏡７２０を略密閉した
状態にする必要はなく、一部が開口していてもよいし、また、裏面鏡７２０の周辺部を覆
う収容枠７３０のような構成部を全く備えていないものであってもよい。
【０１３１】
　また、上記実施の形態では、ＯＣＴプローブ６００が縦方向（Ｙ）に関して測定光Ｌ１
を前側に傾斜した方向に出射するものであり、裏面鏡７２０もＯＣＴプローブ６００（シ
ース６２０）の位置を測定光Ｌ１が通過しないように前側に傾斜した方向に測定光Ｌ１を
反射するものとしたが、ＯＣＴプローブから出射される測定光Ｌ１の出射方向が上記実施
の形態と異なる場合であっても本発明に係る測定領域拡大器７１０を使用することができ
、その測定光Ｌ１の出射方向に応じて裏面鏡７２０の縦方向（Ｙ）の位置を変更すれば良
い。また、裏面鏡７２０で測定光Ｌ１を反射する方向も上記実施の形態のように前側に傾
斜した方向に限らない。仮に光学レンズ６２８の所定回転角度範囲において出射された測
定光Ｌ１が裏面鏡７２０で反射した後、測定対象Ｓに照射される前にＯＣＴプローブ６０
０（シース６２０）の位置を通過するような場合であっても、裏面鏡７２０で反射した測
定光Ｌ１がＯＣＴプローブ６００の位置を通過しない光学レンズ６２８の回転角度範囲に
おいては断層情報を良好に取得することができ、その領域はＯＣＴプローブ６００からの
直接の測定光Ｌ１（第１集光点Ｆ１）の照射では断層情報を有効に取得することができな
い領域を含むため有意義である。
【０１３２】
　また、上記実施の形態では、裏面鏡７２０を入射光を裏面反射させるレンズの形態とし
たが、上記実施の形態のような光学特性を有する反射体であればどのような形態でもよい
。
【０１３３】
　また、上記実施の形態では、ＯＣＴプローブ６００の特性としてＯＣＴプローブ６００
から出射された測定光の第１集光点がシース６２０外面近傍となるものについて説明した
が、第１集光点がシース６２０外面の近傍でない特性を有する場合であっても、上記実子
の形態のような測定領域拡大器を使用すればＯＣＴプローブ単体の場合よりも横方向（Ｘ
）の測定領域を簡易に拡大することができるため有効である。
【０１３４】
　また、上記実施の形態のＯＣＴプロセッサ４００、ＯＣＴプローブ６００の構成や内視
鏡１００の挿入部先端にＯＣＴプローブ６００を配置するための構成は一例であって、他
の構成であっても、内視鏡の挿入部先端近傍に光プローブの先端部を配置し、その光プロ
ーブの先端部から測定光を測定対象に集光させて照射すると共に、その反射光を取り込む
ことによって断層情報を取得する構成であれば、本発明に係る測定領域拡大器を適用する
ことができ、内視鏡の挿入部先端に光プローブからの測定光を反射すると共に集光させる
反射体を配置することによって横方向の測定領域幅を光プローブ単体での測定領域幅より
も拡大することができる。従って、例えば、上記実施の形態のＯＣＴプロセッサ４００で
は、光源から射出するレーザ光の周波数を掃引させて測定を行うＳＳ－ＯＣＴ（Swept so
urce OCT）方式を採用した光断層画像化装置を示したが、参照光の光路長を変更しながら
測定を行うＴＤ－ＯＣＴ（Time domain OCT）方式や、光源から広帯域の低コヒーレント
光を射出し、干渉光を周波数成分に分解して測定を行うＳＤ－ＯＣＴ（Spectral Domain 
OCT）方式のように他の方式を採用した光断層画像化装置であっても本発明を適用できる
。また、内視鏡の挿入部に装着されるオーバチューブに光プローブを挿通させるための管
路を設け、その管路を使用して挿入部先端近傍に光プローブを配置する構成であっても本
発明を適用できる。
【符号の説明】
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【０１３５】
　１０…画像診断装置、１１…参照ミラー、１２…波長挿引光源、１８…光ロータリジョ
イント、２０…干渉信号検出部、２２…信号処理部、２４…回転駆動部、２５…軸方向移
動駆動部、１００…内視鏡、１１２…手元操作部、１１４…挿入部、１３８…鉗子挿入部
（鉗子導入口）、１４４…先端部（挿入部先端）、１５０…観察光学系、１５２…照明光
学系、１５６…鉗子口（鉗子導出口）、２００…内視鏡プロセッサ、３００…光源装置、
４００…ＯＣＴプロセッサ、５００…画像表示部、６００…ＯＣＴプローブ（光プローブ
）、６０４…操作部、６２０…シース（プローブ外筒）、６２４…フレキシブルシャフト
、６２６…固定部材、６２８…光学レンズ、７００…オーバチューブ、７００Ａ…アーム
挿通孔、７１０…測定領域拡大器、７２０…裏面鏡、７２２…保持枠、７２４…アーム、
７３０…収容枠、７３２…基端部、７３２Ａ…円筒部、７３２Ｂ…平板部、７３２Ｃ…空
洞部、７３２Ｄ…プローブ挿通孔、７３２Ｅ…アーム挿通孔、７３４…裏面鏡収容部、７
３４Ａ…円筒部、７３４Ｂ…平板部、７３６…前面部、７４０…連結部材、Ａｘ１…ＯＣ
Ｔプローブの長手軸、Ａｘ２…装入部先端の中心軸、ＦＢ１…回転側光ファイバ、ＦＢ２
…固定側光ファイバ、Ｌａ…射出光、Ｌ１…測定光、Ｌ２…参照光、Ｌ３…戻り光（反射
光）、Ｌ４…干渉光、Ｐ１…水平面、Ｐ２…垂直面、Ｓ…測定対象、Ｓｂ…干渉信号

【図１】 【図２】
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